
佐伯教育事務所 令和6年度第２回学校訪問における「学校マネジメント」に係る取組事例②
「学校マネジメントを活用した取組」

取組実践校：佐伯市米水津中学校（生徒数 ２４名 ３学級）
「授業づくり集会」を通して 『生徒と共に創る授業』に本気で向き合う教員集団

〇生徒による授業評価を授業改善につなげ、「授業づくり集会」で生徒と共有。
生徒自身の目標設定や振り返りの充実させることにより「学びに向かう学習集団」を構築。

ポイント①毎学期「授業づくり集会」を行い、取組について検証・改善を繰り返している。
②教師だけではなく生徒自身も授業態度を見直し、「共に創る授業」を意識している。

【生徒の声】

・電子黒板の文章とプリント
の文章が所々違っていて
わかりにくいときがある。
・ペアワークを増やすとよい。
・少し教室へ来る先生が遅
いときがある。

・生徒アンケートを受けて、
各教科担当が改善案を
策定

・「授業づくり集会」を受けて各
学年で学級目標を設定
・自己の授業態度の見直して
自己評価（振り返り）

教師と共に授業を
創ることを再確認

・学習委員からの話
「先生方と共に授業を創るという
意識をもち、自分の普段の学習
態度を見直す機会にしましょう。」
・各教科担任が策定した授業改善
策を生徒の前で説明
★自分の意見が授業改善に反映
されていることを実感

学習意欲の向上

①生徒アンケートを実施
授業改善のポイントを探る

②各教科ごとに具体的
な授業改善策を策定 ③授業づくり集会 ④生徒は「学びの約束」振り

返りシートで自己評価

「授業づくり集会」を中心とした授業改善のサイクル（2学期）
1学期末 夏季休業中 ２学期はじめ 授業づくり集会後






